
 

   

 

T 欧州評議会
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人工知能 

横断的な 

優先課題 

欧州評議会の 

人工知能分野 

での活動概要 

テーマ別

の焦点 

人工知能（AI）の利用により多くの社会的メリットが期待される一方、人

工知能の発展とその人権、民主主義、法の支配への影響をめぐり、社会

の懸念が高まっています。 

欧州評議会は、人権に関わる法的基準の策定という独自の使命を持

つ国際機関として、人工知能に関する（枠組）条約をはじめ、直面する課

題に応じた規範の整備に乗り出しています。  

このパンフレットは、人工知能分野において欧州評議会の政府間委員

会及びその他の機関がこれまで実施または計画してきた作業の概要を

紹介するものです。 

 

www.coe.int/AI 
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はじめに 

人工知能 (AI) は、重要かつ喫緊の

課題を提起しています。AI は既に身の

周りにあり、私たちが受容する情報、

私たちの選択、私たちの社会が機能す

る様式を変革しつつあります。今後数

年で、政府、公的機関の運営方法や、

民主的プロセスにおける市民間の交

流や市民参加の方法において、人工

知能が果たす役割はさらに大きくなる

でしょう。 

AI には、メリットとリスクの双方があ

ります。欧州評議会の役割とは、デジ

タル環境における人権、民主主義、法

の支配が保護され、促進されるよう保

証することにあります。つまり、私たち

欧州評議会は、AI の利用が欧州評議

会のスタンダードを促進し保護するも

のとなるようにする必要があるのです。  

人工知能に関する委員会（CAI）の成果を私は心待ちにしています。CAI は、人

工知能の開発・設計・使用に関する（枠組）条約を起草するよう閣僚委員会から付

託を受けました。これは欧州評議会のスタンダードを踏まえつつ、イノベーションに

つなげようというものです。 

この条約は、欧州評議会全体を通じた分野別の作業により、補完されることに

なります。 

欧州評議会は、新たなスタンダード設定における先駆者としての能力を多くの

機会で証明してきました。これらスタンダードは、その後、グローバル・スタンダード

となったのです。私たち欧州評議会は、この伝統を踏まえ、他の国際機関、市民

社会、産業界、学術界と共に、マルチステークホルダー・アプローチで人工知能の

課題に取り組んでいきます。 

 

欧州評議会事務局長 

マリヤ・ペイヤノビッチ＝ブリッチ  
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欧州評議会について 

 

欧州評議会は 46の加盟国から構成され、そのうち 27か国は欧州連合（EU）の加盟国で

す。欧州評議会は、欧州において人権、民主主義、法の支配を保障しています。 

欧州評議会の全加盟国は、人権、民主主義、法の支配の保護を目的とする国際条約で

ある欧州人権条約に加入しています。欧州人権裁判所は、加盟国による同条約の履行状

況を監督しています。  
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分野横断的な優先課題 

 

人工知能技術は人類に大きな可能性をもたらす一方、人権の享受、民主主義の機能、

法の支配の遵守に関する重大な潜在的リスクを伴っています。欧州評議会は、包括的かつ

イノベーションを促進する方法でこれらリスクに対応するよう取り組んできました。      

欧州評議会のほとんどの委員会、政府間委員会、専門機関及びモニタリング機構は、人

工知能が自らの活動分野に与える影響に検討を加えています。 

このパンフレットは、人工知能分野における欧州評議会の政府間委員会及び他の機関

がこれまでに実施または計画してきた作業の概要を紹介するものです。 
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閣僚委員会 

  

閣僚委員会は、欧州評議会規程で定められた意思決定機関であり、加盟国の外務大臣

から構成されます。閣僚委員会は、国際的な条約及び協定の締結を含め、欧州評議会の

目的及び価値を推進するために必要な措置について決定します。  

閣僚委員会は、人工知能について欧州評議会の様々な分野にまたがる横断的なアプロ

ーチを採ることを決定しました。これを受けて、人工知能に関する委員会（CAI）が設置され、

同委員会に対しては、欧州評議会の他の政府間委員会や機関と協調することを通じて、人

工知能に関する（枠組）条約を作成し、分野横断的アプローチを維持する役割が与えられ

ています。 

主な決定 

閣僚委員会は、 

✓ 人工知能と人権・民主主義・法の支配に関する横断的な法的拘束力ある文書を導入すべき
であるという、CAIの全会一致の勧告を歓迎しました。この勧告は、当該文書はイノベーションにつなが
る一般的な共通原則に重点を置き、非加盟国の参加の必要があることを強調し、人工知能に関する他
の既存の国際的な法的枠組みや現在作成中の枠組みを考慮に入れて、適切な文書の作成を速やか
に進めるよう閣僚代理会合に対して指示するものです。（トリノ、2022 年 5 月 20 日） 

✓ 欧州評議会の人権・民主主義・法の支配に関する諸基準に基づき、人工知能の開発、設計、
使用に向けたイノベーションにつながる適切な法的枠組みに関する作業を優先することを決定しました。 
（ハンブルク、2021 年 5 月 21日） 

✓ 欧州評議会の人権・民主主義・法の支配に関する諸基準に基づき、人工知能の開発、設計、
使用に向けた法的枠組みの実現可能性及び想定される要素を、マルチステークホルダーによる協議
を基盤として検討するよう閣僚代理会合に対して指示しました。（ヘルシンキ、2019年 5月 17 日） 
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議員会議 

 

欧州評議会議員会議（PACE）は、46 加盟国の国会議員が一堂に会する場であり、その

使命は、人権、民主主義、法の支配という共通の価値を維持することです。議員会議は、

人権侵害を明らかにし、加盟国が約束を遵守しているかをモニタリングし勧告を行います。

人工知能分野では、一連の決議と勧告を採択し、人工知能が民主主義、人権、法の支配

にもたらす機会とリスクを検討しています。  

議員会議は、透明性、正義・公平、決定に対する人間の責任、安全・セキュリティ、プラバ

シー・データ保護を含む、人工知能アプリケーションの開発と実装を行う際に尊重すべき基

本的な倫理原則を承認しています。また、人権、民主主義、法の支配の保護を基盤とした

具体的な原則を備えた、人工知能を対象とする分野横断的な規制枠組みを整備する必要

性を明らかにし、閣僚委員会に対し、人工知能に適用される拘束力ある法的手段の整備を

要求しています。議員会議には、人工知能と人権に関する小委員会が設置されています。 

主要文書 

✓ 人工知能の民主的ガバナンスの必要性: 決議 2341 (2020) 、勧告 2181 (2020) 

✓ 人工知能の使用に起因する差別の防止: 決議 2343 (2020) 、勧告 2183 (2020) 

✓ アルゴリズムによる司法 – 警察・刑事司法制度における人工知能の役割: 決議 2342 (2020) 、
勧告 2182 (2020)  

✓ 医療における人工知能: 今後の医学的、法的、倫理的課題: 勧告 2185 (2020) 

✓ 人工知能と労働市場: 友か敵か？: 決議 2345 (2020) 、勧告 2186 (2020) 

✓ 「自動」運転車の法的側面: 決議 2346 (2020) 、勧告 2187 (2020) 

✓ 脳とコンピュータのインターフェイス: 基本的自由への新たな脅威に関する新たな権利？: 決議 
2344 (2020) 、勧告 2184 (2020) 
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地方自治体会議  

 

地方自治体会議は、46加盟国の地方・地域民主主義の強化に責任を負う政治会合であ

り、欧州地方自治憲章の履行状況を評価しています。欧州の地方自治体及び地域の声と

して、中央政府と地方自治体間の協議と政治的対話を促すために活動しています。デジタ

ル化と人工知能は、地方自治体会議の 2021-2026 年のマンデートに含まれる優先課題の

ひとつです。 

主要文書 

✓ 報告書「スマートシティとスマートな地域– 人権に基づくガバナンスアプローチの展望」 (2022) 

✓ 報告書「ヘイトスピーチとフェイクニュース: 地方・地域選出議員の労働条件に及ぼす影響」 
(2022) 

✓ 報告書「選挙を超えて: 欧州の地方自治体と地域における熟議的手法の活用」(2022) 

✓ 報告書「ホームシェアリング・プラットフォーム:地方自治体にとっての課題と機会」 (2021) 
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事務局長 

 

 

欧州評議会事務局長は、欧州評議会の戦略的運営に対して全体的な責任を負います。

事務局長はデジタル・アジェンダ 2022-2025 を通じて、人工知能を欧州評議会の重要な戦

略的優先課題のひとつに指定し、欧州評議会には、デジタル環境においても他の分野と同

様に、その基本的な価値を確実に保護する役割があることを再確認しています。  

 

デジタル・アジェンダの実施に関する進捗状況の中間評価が、2023 年中に実施される予

定です。  
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人権コミッショナー 

 

人権コミッショナーは、各国当局、各国人権機関及び市民社会のアクターを含む他のス

テークホルダーとの対話において、人工知能システムが人権に与える影響への意識啓発

を行っています。人工知能システムが人権に及ぼす悪影響を防止・軽減する方法について

も、指針を示しています。コミッショナーは既存の基準に基づいて業務を行い、欧州評議会

や他の国際機関のこの分野における成果を基礎に据えています。 

主要文書 

✓ 侵入性の高いスパイウェアが人権の本質を脅かす (2023) 

✓ 意見: コロナウイルスへの懸念は監視を許可する白紙委任状とはならない (2020) 

✓ AI の使用: 人権を保護する 10 のステップ (2019) 

✓ エスニック・プロファイリング: 欧州で続く慣行 (2019) 

✓ 人工知能時代の人権保護 (2018) 

https://www.coe.int/en/web/commissioner/-/highly-intrusive-spyware-threatens-the-essence-of-human-rights
https://www.coe.int/en/web/commissioner/-/opinion-coronavirus-concerns-are-not-carte-blanche-to-sno-1
https://rm.coe.int/unboxing-artificial-intelligence-10-steps-to-protect-human-rights-reco/1680946e64
https://www.coe.int/en/web/commissioner/-/ethnic-profiling-a-persisting-practice-in-europe?redirect=%2Fen%2Fweb%2Fcommissioner%2Fthematic-work%2Fartificial-intelligence
https://www.coe.int/en/web/commissioner/-/safeguarding-human-rights-in-the-era-of-artificial-intelligence?redirect=%2Fen%2Fweb%2Fcommissioner%2Fthematic-work%2Fartificial-intelligence
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国際 NGO会議  

 

欧州評議会の国際 NGO 会議は、欧州評議会への参加資格を持つ国際 NGO の代表機

関です。人工知能に関する委員会（CAI）総会への、起草作業が欧州評議会の各種基準に

沿った有意義なものとなるための参加などを通じて、欧州評議会での意思決定プロセスや、

そのプログラムの実施に貢献してきました。  

国際 NGO 会議は、人工知能の課題に関して他の市民社会組織や学術界と連携してい

ます。例えば国際 NGO 会議は、そのメンバーと共に「人工知能課題への市民社会の参加:

ケーススタディ」と題した継続的な研究に寄与しています。この研究は、人工知能に関する

特別委員会（CAHAI）がラヴァル大学とパリ・ナンテール大学に委託して実施した、2021 年

のマルチステークホルダー協議に焦点を当てています。 

国際 NGO 会議は、人工知能と人権・教育に関するウェビナーを開催し、メンバーだけで

なく広く市民社会に情報を提供し、様々な課題を議論しています。  
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人工知能に関する委員会（CAI） 

 

人工知能に関する委員会は、欧州評議会閣僚委員会から人工知能の開発・設計・使用

に関する（枠組）条約を作成する役割を与えられています。法的拘束力を持つこの国際条

約は、人権、民主主義、法の支配に関する欧州評議会の基準を基盤とし、かつイノベーシ

ョンを促すものであり、2023 年 11 月に採択される予定です。  

人工知能に関する委員会は、前身会議体である人工知能に関する特別委員会（CAHAI）

の勧告に基づき活動しています。この勧告は、幅広いマルチステークホルダー協議に基づ

き、人工知能に関する欧州評議会の法的枠組みの実現可能性と想定される要素を検討す

るものでした。 

主要文書 

✓ 欧州評議会の人権、民主主義、法の支配に関する基準に基づく、人工知能に関する法的枠組
みで想定される要素 (2021) 

✓ 人工知能システムの規制に向けて (2020) 

✓ 欧州評議会の基準に基づく人工知能の設計・開発・使用の法的枠組みに関する実現可能性調
査 (2020) 

https://rm.coe.int/cahai-2021-09rev-elements/1680a6d90d
https://rm.coe.int/cahai-2021-09rev-elements/1680a6d90d
https://rm.coe.int/prems-107320-gbr-2018-compli-cahai-couv-texte-a4-bat-web/1680a0c17a
https://rm.coe.int/cahai-2020-23-final-eng-feasibility-study-/1680a0c6da
https://rm.coe.int/cahai-2020-23-final-eng-feasibility-study-/1680a0c6da
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人権運営委員会（CDDH） 

 

人権運営委員会の主な目的は、人工知能の基準設定作業が、欧州人権裁判所が解釈

するところの欧州人権条約が規定する人権に関する規範に合致するよう保証することにあ

ります。  

今後の文書 

本委員会は、2024 年までに人工知能と人権に関するハンドブックを作成する予定です。 
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司法協力欧州委員会（CDCJ） 

 

司法協力欧州委員会は、共通の基準の策定と司法協力の推進を通じて、公法及び私法

の分野における欧州評議会の活動を監督しています。欧州司法協力委員会は、その管轄

分野、すなわち公法、私法、司法の運営における人工知能の活用に起因する新たな課題

に対応する義務を負っています。  

主要文書 

✓ 欧州評議会加盟国における行政法と行政の意思決定への人工知能などのアルゴリズム・シス

テムの使用に関する比較研究 (2022) 

今後の文書 

本委員会は、行政における意思決定と人工知能に関する要素を盛り込むために、2023

年に同委員会のハンドブック「行政とあなた――個人と公的機関の関係に関する行政法の

原則」の改訂を進めています。 
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生物医学と保健の分野における人権運営委員会

（CDBIO） 

 

生物医学と保健の分野における人権運営委員会は、医療における人工知能の利用とそ

れが医師と患者の関係に与える影響に関する報告書を作成する予定です。そこでは、治療

関係に欠かせない要素として、患者の自律性と知る権利の尊重及び透明性と患者の信頼

の維持における医療従事者の役割に焦点が当てられます。 

主要文書 

✓ 人工知能が医師と患者の関係に与える影響に関する報告書（2022。CDBIO が専門家ブレント・
ミッテルシュタット氏に委託）  

 

今後の文書 

本委員会は、人工知能が医師と患者の関係に与える影響に関する報告書を作成中であ

り、この報告書には、2023～24 年に同委員会が検討する詳細な考察や勧告が含まれる予

定です。 

https://www.coe.int/en/web/bioethics/developing-a-report-on-the-application-of-ai-in-healthcare-in-particular-regarding-its-impact-on-the-doctor-patient-relationship
https://www.coe.int/en/web/bioethics/developing-a-report-on-the-application-of-ai-in-healthcare-in-particular-regarding-its-impact-on-the-doctor-patient-relationship
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メディア・情報社会運営委員会（CDMSI） 

 

メディア・情報社会運営委員会は、表現の自由、メディア、インターネットガバナンス及び

他の情報社会に関連する課題に関わる欧州評議会の活動を導く責任を負い、欧州評議会

の先頭に立って人工知能とそのツールが提起する諸課題を調査してきました。同委員会は、

政治的議論におけるこの課題の優先順位を高める上で実質的貢献を果たしてきました。 

主要文書 

✓ デジタル技術が表現の自由に与える影響に関する勧告 (2022) 

✓ ヘイトスピーチ撲滅に関する勧告 (2022) 

✓ デジタル時代の質の高い報道のための環境整備に関する勧告 (2022) 

✓ メディア及びコミュニケーション・ガバナンスの原則に関する勧告 (2022) 

✓ 選挙広報及び選挙運動についてのメディア報道に関する勧告 (2022) 

✓ アルゴリズム・システムが人権に与える影響に関する勧告 (2020) 

✓ コンテンツ・モデレーションに関するガイダンス・ノート (2021) 

✓ 公共の利益となるオンラインコンテンツの優先順位付けに関するガイダンス・ノート (2021) 

今後の文書 

本委員会は現在、オンライン上の偽情報の撲滅とジャーナリストによる AI ツールの使用

に関するガイドラインを作成しています。同委員会は、欧州評議会デジタルパートナーシッ

プに基づき、2022 年に、メタバースが人権、法の支配、民主主義的価値観に与える影響及

びユーザーの権利に関する METAの方針について、同社と 2回の意見交換を行いました。  

https://search.coe.int/cm/Pages/result_details.aspx?ObjectId=0900001680a61729
https://search.coe.int/cm/Pages/result_details.aspx?ObjectId=0900001680a67955
https://search.coe.int/cm/pages/result_details.aspx?objectid=0900001680a5ddd0
https://search.coe.int/cm/Pages/result_details.aspx?ObjectId=0900001680a61712
https://search.coe.int/cm/Pages/result_details.aspx?ObjectId=0900001680a6172e
https://www.coe.int/en/web/freedom-expression/committee-of-ministers-adopted-texts/-/asset_publisher/aDXmrol0vvsU/content/recommendation-cm-rec-2020-1-of-the-committee-of-ministers-to-member-states-on-the-human-rights-impacts-of-algorithmic-systems?_101_INSTANCE_aDXmrol0vvsU_viewMode=view/
https://edoc.coe.int/fr/internet/10198-content-moderation-guidance-note.html
https://rm.coe.int/cdmsi-2021-009-guidance-note-on-the-prioritisation-of-pi-content-e-ado/1680a524c4
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ジェンダー平等委員会 (GEC) 

 

ジェンダー平等委員会は、欧州評議会のすべての政策にジェンダー平等を反映させ、国

際レベルのコミットメントと欧州における女性の現実との間の隔たりを確実に解消する支援

を行っています。 

ジェンダー平等委員会は、反差別・多様性・包摂性に関する運営委員会 (CDADI) と共に、

人工知能が平等、ジェンダー平等、反差別に与える影響に関する調査を実施する責任を負

っています。調査結果に従って、このテーマに関する具体的な法的手段を整備する可能性

もあります。 

主要文書 

✓ 移民・難民・庇護を希望する女性と女児の権利の保護に関する勧告 (2022) 

✓ 性差別の防止・撲滅に関する勧告 (2019) 

今後の文書 

GEC 及び CDADI は、人工知能システムの影響、人工知能システムがジェンダー平等を

含む平等を促進する可能性及び人工知能システムが引き起こしうる反差別の観点からの

リスクについての調査報告を 2023 年に行う予定です。 

https://search.coe.int/cm/Pages/result_details.aspx?ObjectId=0900001680a69407
https://rm.coe.int/cm-rec-2019-1-on-preventing-and-combating-sexism/168094d894
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差別禁止・多様性・包摂性に関する運営委員会  

(CDADI) 

 

反差別・多様性・包摂性に関する運営委員会は、万人の平等を推進し、差別やヘイト行

為から十分に保護され多様性が尊重される、より包摂的な社会を構築することを目指す欧

州評議会の政府間での作業を運営しています。  

ジェンダー平等委員会は、反差別・多様性・包摂性に関する運営委員会 (CDADI) と共に、

人工知能が平等、ジェンダー平等、反差別に与える影響に関する調査を実施する責任を負

っています。調査結果に従って、このテーマに関する具体的な法的手段を整備する可能性

もあります。 

主要文書 

✓ ヘイトスピーチ撲滅に関する勧告 (2022) 

今後の文書 

GEC 及び CDADI は、人工知能システムの影響、人工知能システムがジェンダー平等を

含む平等を促進する可能性、及び人工知能システムが引き起こしうる反差別の観点からの

リスクについての調査報告を 2023 年に行う予定です。 

https://search.coe.int/cm/Pages/result_details.aspx?ObjectId=0900001680a67955


 

欧州評議会                      #CoE4AI                        www.coe.int/AI ページ17 

 

子どもの権利運営委員会 (CDENF) 

 

子どもの権利運営委員会は、すべての子どもの技術へのアクセスと技術の安全な使用

に関わる 3 つの主要課題を明らかにしました。すなわち、人工知能の環境における子ども

の権利に対応する法的枠組みがなく、既存の法的枠組みの履行が不十分であること、人

工知能システムが子どもに固有のニーズやリスクに配慮せず設計されていること、人工知

能が子どもの発達に与える影響に関しより正確な科学的証拠が必要とされることです。 

主要文書 

✓ デジタル環境における子どもの権利に関する政策立案者向けハンドブック (2020) 

✓ デジタル環境における子どもの権利の尊重・保護・充足のためのガイドラインに関する勧告 

(2018) （子ども用もあり） 

今後の文書 

本委員会は、2025 年までに子どもの権利と人工知能に関する報告書を作成する予定で

す。 

https://rm.coe.int/publication-it-handbook-for-policy-makers-final-eng/1680a069f8
http://rm.coe.int/guidelines-to-respect-protect-and-fulfil-the-rights-of-the-child-in-th/16808d881a
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社会的結束のための欧州委員会 (CCS) 

 

社会的結束のための欧州委員会は、社会権への平等で実効的なアクセスを保証するた

めに、社会的結束に関する欧州評議会の活動、特に欧州社会憲章とその集団申立手続き

を推進することを付託されています。社会的結束に関わる新たな動向や課題を検討する役

割を負っているため、社会権分野における人工知能の開発は、同委員会の活動の優先課

題に含まれます。  

主要文書 

✓ 報告書「デジタル化と IT開発が社会権と社会的結束に及ぼす影響」  (2022) 

✓ 社会的セーフティネット分野におけるコンピュータまたは人工知能を用いた意思決定のリスクに
関する宣言 (2021) 

今後の活動 

本委員会は、「仕事の変遷：プラットフォーム経済とそれが社会的結束に与える影響」と

題する会議を 2023年 6 月に開催する予定です。 

https://rm.coe.int/ccs-2022-4-draft-report-digitalisation-en/1680a91c5d
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刑事問題欧州委員会 (CDPC) 

 

刑事問題欧州委員会の人工知能と刑法に関する法的文書起草委員会は、自動車と自

動運転に関する刑法上の問題を取り上げています。なかでも、刑事責任、証拠に関わる問

題、自動車運転に関する犯罪、人工知能システムのデータへのアクセスと利用、国際協力、

国境を越える問題など、今後の法的文書で扱われる可能性があるいくつかの課題を指摘し

ています。 

主要文書 

✓ 人工知能と刑法に関する欧州評議会の将来的法的文書についての実現可能性調査 (2020) 
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民主主義と統治に関する欧州委員会 (CDDG) 

 

民主主義と統治に関する欧州委員会は、民主主義と統治の分野の基準設定と意見交換

を行い、政府のあらゆるレベルにおける民主的制度の強化に向け協力するための欧州評

議会の政府間フォーラムです。さらに同委員会は、電子投票に関する勧告の履行を調査し、

想定されるリスクを削減しつつデジタルトランスフォーメーションが生み出す機会を活用する

ことを目的として、政府のあらゆるレベルで加盟国に指針を提供しており、特に公共部門に

おける人工知能の使用と自動的意志決定を注視しています。  

主要文書 

✓ 選挙プロセスにおける情報通信技術（ICT）の活用に関するガイドライン(2022) 

✓ 人工知能と自動的意志決定を含む、デジタルトランスフォーメーションが民主主義と良き統治に

与える影響の調査 (2021) 

✓ 電子民主主義に関するハンドブック (2020)  
✓ 電子投票の基準に関する勧告 (2017) 

今後の文書 

本委員会は、2024 年までに、行政によるデジタル技術と人工知能の活用に関するハンド

ブックを作成し、ケーススタディ、ベストプラクティス、政策提言を示す予定です。 

https://rm.coe.int/study-on-the-impact-of-digital-transformation-on-democracy-and-good-go/1680a3b9f9
https://rm.coe.int/study-on-the-impact-of-digital-transformation-on-democracy-and-good-go/1680a3b9f9
https://rm.coe.int/handbook-e-democracy/16809fda61
https://rm.coe.int/0900001680726f6f
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法による民主主義のための欧州委員会 
（ベニス委員会） 

 

ベニス委員会は、憲法に関わる事項を扱う欧州評議会の諮問組織です。民主的制度と

基本的権利、憲法裁判と一般的司法、選挙、国民投票、政党などの分野に関し加盟国に

法的助言を行います。分野横断的な報告書も作成し、デジタル技術と選挙に関する 2 件の

文書を既に採択しています。さらに、第 19回欧州選挙管理委員会会議において「人工知能

と選挙の完全性」を取り上げました。 

主要文書 

✓ 第 19回欧州選挙管理委員会会議「人工知能と選挙の完全性」の実施 (2022) 

✓ 選挙プロセスにおける基本的権利を遵守したデジタル技術の使用原則 (2020) 

✓ ベニス委員会と欧州評議会第 1総局（DGI：人権・法の支配担当）情報社会・犯罪対策局によ

る、デジタル技術と選挙に関する共同報告書 (2019) 

  

https://www.coe.int/en/web/electoral-management-bodies-conference/conclusions-2022
https://www.venice.coe.int/webforms/documents/?pdf=CDL-AD(2020)037-e
https://www.venice.coe.int/webforms/documents/?pdf=CDL-AD(2019)016-e
https://www.venice.coe.int/webforms/documents/?pdf=CDL-AD(2019)016-e
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教育に関する運営委員会 (CDEDU) 

 

2019 年に欧州評議会閣僚委員会が指摘したように、人工知能は次第に教育に影響を及

ぼし、機会とともに多くの脅威ももたらしています。こうした考えに基づき、人工知能と教育

の関連性の検討を目指す報告書の作成が付託されました。この報告書は、さらなる批判的

議論を促し情報を提供するために、人工知能と教育についての未解決の課題、機会、影響

に関し暫定的なニーズ分析を行います。 

教育部は、人工知能と教育が有する様々な関連性への理解を深めるために、欧州評議

会の 46加盟国からデータを集めて、「欧州評議会加盟国における人工知能と教育の現状」

という調査を実施しました。 

上記報告書による暫定的なニーズ分析、調査の結果や、2022 年 10 月の実務者会合で

の議論は、教育分野での公益に資する人工知能の活用と教訓に関する加盟国への実用

的な勧告を策定する上での第一歩になるでしょう。 

主要文書 

✓ 報告書「人工知能と教育 - 人権、民主主義、法の支配からの批判的視点」(2022) 

✓ 人工知能と教育に関する実務者会合報告(2022) 

✓ デジタル公民教育の発展と推進に関する勧告 (2019) 

今後の文書 

教育部は、2024～2027 年プログラムで人工知能と教育に関する法的/政策文書を作成

する予定です。 
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文化・遺産・景観のための運営委員会 (CDCPP) 

 

文化・遺産・景観のための運営委員会は、関連する専門家団体や他のパートナーと協力

して、人工知能などの最近の技術的進歩を踏まえたガイドラインを作成し、文化・創造・文

化遺産の分野における欧州評議会の基準を補う役割を負っています。また、同委員会が管

轄する部門においてデジタル化と人工知能が生む課題や機会に対応し、文化的多様性と

文化間対話を推進することも目指しています。 

主要文書 

✓ 文化・文化遺産・景観がグローバルな課題への対応において果たす役割に関する勧告 (2022) 

✓ 「E-relevance: 人工知能時代の芸術と文化の役割」 (2022) 

✓ 自由をもたらす力としてのインターネットを強化する上での文化の貢献に関する勧告 (2018) 

✓ 文化・リテラシー・民主主義のためのビッグデータに関する勧告 (2017) 

✓ 市民のインターネットに関する勧告 (2016) 

✓ 文化とデジタル化に関するプラットフォーム上の交流に関するパンフレット 

今後の文書 

本委員会は、人工知能などの最新の技術的進歩を踏まえたガイダンス文書を作成し、文

化・創造・文化遺産の分野における欧州評議会の基準を補うことを役割としています。 

 

  

https://search.coe.int/cm/Pages/result_details.aspx?Reference=CM/Rec(2022)15
https://book.coe.int/en/cultural-heritage/10959-e-relevance-the-role-of-arts-and-culture-in-the-age-of-artificial-intelligence.html
https://search.coe.int/cm/Pages/result_details.aspx?ObjectId=09000016808eedf1
https://search.coe.int/cm/Pages/result_details.aspx?ObjectId=0900001680750d68
https://www.coe.int/en/web/culture-and-heritage/recommendation-on-the-internet-of-citizens
http://rm.coe.int/CoERMPublicCommonSearchServices/DisplayDCTMContent?documentId=09000016806a2d36
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司法効率欧州委員会(CEPEJ) 

 

司法効率欧州委員会は、そのメンバーと共に、グッドプラクティスの共有、分析及びガイ

ダンスの提供、人工知能の責任ある利用の推進を通じて、法の支配と基本的権利に沿った

デジタルトランスフォーメーションの実施に取り組んでいます。2018 年には、「司法制度にお

ける人工知能の活用とその環境に関する欧州倫理憲章」を採択し、人工知能と司法の分

野で尊重されるべき基本原則を定めました。また、本憲章の具体的適用に関するガイダン

ス、リソースセンター、特定分野での普及活動及び諮問委員会がこれを補足しています。

2022 年には、CEPEJ を支援して司法分野への人工知能の実際の適用を監視し、関連する

技術的側面について助言を行うために、CEPEJ 人工知能諮問委員会 (AIAB) が設置され

ました。 

主要文書 

✓ 司法制度における人工知能活用とその環境に関する欧州倫理憲章 (2018) 

✓ 「CEPEJ司法制度への人工知能活用とその環境に関する欧州倫理憲章」の適切なフォローアッ
プのための改定ロードマップ (2021) 

✓ 司法手続におけるビデオ会議のガイドライン (2021) 

✓ 事件記録の電子提出（e-filing）と裁判所のデジタル化に関するガイドライン (2021) 

今後の活動 

本委員会は、デジタル司法と人工知能に関するリソースセンター、人工知能活用に関す

る倫理憲章を効果的に適用するための評価ツール、司法の効率と質に関するオンライン研

修講座のモジュールを開発しています。 

https://rm.coe.int/ethical-charter-en-for-publication-4-december-2018/16808f699c
https://rm.coe.int/cepej-2021-16-en-revised-roadmap-follow-up-charter/1680a4cf2f
https://rm.coe.int/cepej-2021-4-guidelines-videoconference-en/1680a2c2f4
https://rm.coe.int/cepej-2021-15-en-e-filing-guidelines-digitalisation-courts/1680a4cf87
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個人データの自動処理に係る個人の保護に関す

る条約（第 108 号条約）締約国委員会 (T-PD) 

 

第 108 号条約及び現代版第 108 号条約（108+条約）は、プライバシーと個人データ保護

に関する法的拘束力を持つ唯一の多国間条約であり、デジタル時代に自由なデータの流

通を促進し人間の尊厳を尊重する画期的な条約です。締約国委員会は、第 108 号条約及

び 108+条約が定めるデータ保護基準の解釈を任され、デジタル時代に広く受け入れられる

保護の水準を検討し定めています。本条約は全世界に拡大し、原則に基づく個人のプライ

バシー保護の枠組みと実践的な協力の場を監督当局に提供しています。本委員会は、人

工知能などの関連分野に関する文書も作成しており、アルゴリズムによる推論、管理また

は監視につながる可能性のある人工知能システム・技術の使用について、データ保護関連

の指針を提供することを目指しています。 

主要文書: 

✓ 国のデジタル身分証明に関するガイドライン (2022) 

✓ 政治的キャンペーンのためのガイドライン (2021) 

✓ 教育現場における子どものデータについての保護に関するガイドライン (2021) 

✓ デジタル環境における子どものプライバシーの保護の必要性に関する宣言 (2021) 

✓ プロファイリングでの個人データ自動処理に関わる個人保護に関する勧告 (2021) 

✓ 顔認識に関するガイドライン (2020) 

✓ 人工知能とデータ保護に関するガイドライン (2019) 

✓ ビッグデータ時代のデータ処理に関わる個人保護に関するガイドライン (2017) 

 

https://rm.coe.int/t-pd-2021-2rev9-guidelines-digital-identity-2761-5846-6310-2/1680a95e1e
https://rm.coe.int/guidelines-on-data-proetction-and-election-campaigns-en/1680a5ae72
https://search.coe.int/cm/Pages/result_details.aspx?ObjectId=0900001680a2436a
https://search.coe.int/cm/pages/result_details.aspx?ObjectId=0900001680a46147
https://rm.coe.int/guidelines-facial-recognition-web-a5-2750-3427-6868-1/1680a31751
https://rm.coe.int/2018-lignes-directrices-sur-l-intelligence-artificielle-et-la-protecti/168098e1b7
https://rm.coe.int/t-pd-2017-1-bigdataguidelines-en/16806f06d0
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サイバー犯罪条約委員会 (T-CY) 

 

サイバー犯罪条約委員会は、サイバー犯罪条約（ブダペスト条約）の効果的な活用と履

行を推進しています。この条約は、刑法の実体的な規定を人工知能を含めた現在及び将

来の技術のいずれにも適用できるよう、特定の技術に左右されない表現を使用しています。  

サイバー犯罪と電子証拠に関連する法律、政治、技術面の大きな進歩を検討することが、

T-CY の中心的な機能のひとつであり、これには人工知能などのテーマも含まれる可能性

があります。2022年 1月～2023年 12月の T-CY 活動計画も、このテーマへの関与を強め

る意向を示しています。サイバー犯罪の知見を共有するフォーラムであるオクトパス会合も、

人工知能を扱っています。直近では、2021 年のオクトパス会議で「人工知能、サイバー犯

罪、電子証拠」に関するパネルが開催されました。  
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若者に関する共同評議会 (CMJ) 

 

青少年部の共同運営体制に参加するパートナー――若者に関する諮問評議会（CCJ）と

欧州若者運営委員会（CDEJ）――は、人工知能のガバナンス問題への若者の参加や若者

の AI リテラシーに重点を置いて、早い時期から人工知能と若者政策の関係性に関心を抱

いていました。この問題意識は、2020 年以降の Youth for Democracy プログラムの優先課

題に反映され、若者団体との活動にも適用されています。青少年部は、若者の AI リテラシ

ーに注目した教育資料の開発に加えて、AI リテラシー、AI ガバナンスへの若者の参加、人

権問題に関する若者の意見を集める活動も展開してきました。この活動を受けて 2020年に

「AI ガバナンスへの若者の参加に関する宣言」が誕生し CMJ の承認を受けました。若者に

関する共同評議会は、民主主義活性化のための若者キャンペーン「Democracy Here | 

Democracy Now」でも人工知能に中心的な役割を与えています。このキャンペーンの枠組

みに基づき、Youth Action Week（若者行動ウィーク）の参加者が 2022 年に作成した行動要

請は、若者の期待を反映したものとなっています。 

主要文書: 

✓ 若者行動ウィーク Democracy Now: 行動要請 (2022) 

✓ 人工知能: 若者はどんな形で関与できるか？ (2021) 

✓ 若者による AI ガバナンスへの関与に関する宣言 (2020) 

✓  「人工知能とそれが若者に与える影響」セミナーの実施 (2019) 

今後の文書: 

EU・欧州評議会若者パートナーシップは、人工知能システムが若者と若手就業者に与え

る影響の評価を目的とする調査も準備しています。 

 

https://rm.coe.int/call-for-action-en-web/1680a91bb3
https://rm.coe.int/aiseminarreport-ii-web/1680a4ac2c
https://rm.coe.int/declaration-on-youth-participation-in-ai-governance-eng-08122020/1680a0a745
http://rm.coe.int/conclusions-seminar-ai/16809ebf13
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